
 

 

 

 

 

 

 

 

  

授業づくりの視点に基づいた

令和２年度末に実施した「理科の授業に関するアンケート」における、西都・児湯地区の中学生及び

理科教員の回答から、研究の成果や課題および考察をまとめました。※本研究に関するものを抜粋 

主体的な学びを実現するために、 
 

☆ 素材や事物・現象に興味・関心をもたせる。 

☆ 「内発的動機付け」となるように、提示のしかたを工夫する。 

☆ 見通しをもった観察・実験を行い、興味・関心を高める。 

☆ 普段の生活と既習事項を結びつける話題を提示する。 

光について興味や関心、疑問をも

つようになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

３４％ ４９％ １２％ ５％ 

 

霧や雲のでき方について興味や関

心、疑問をもつようになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

２７％ ４４％ ２１％ ８％ 

 

光について学習したことを普段の生

活で意識するようになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

２８％ ３７％ ２７％ ８％ 

 

霧や雲のでき方について学習した

ことを普段の生活で意識するように

なった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

２９％ ３４％ ２５％ １２％ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他者との対話から深い学びにつなげるために、 

（考えを深めたり広げたりするために、） 
 

☆ 生徒同士で考え、理由を説明したくなるような課題を設定する。 

☆ 問題解決的な学習や実験計画など、対話が生まれる場を設定する。 

☆ 学んだことを普段の生活に活かすことができるようにする。 

光について疑問に思ったことを人に

聞いたり、調べたりするようになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

１７％ ４１％ ３２％ １０％ 

 
光について、自分の考えを人に説明

したり発表したりするようになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

１６％ ３４％ ３７％ １３％ 

 
霧や雲のでき方について疑問に思っ

たことを人に聞いたり、調べたりする

ようになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

１４％ ３６％ ３４％ １６％ 

 
霧や雲のでき方について、自分の考

えを人に説明したり発表したりするよ

うになった。 

そう思う 少しそう思う あまり思わない 思わない 

９％ ２４％ ４１％ ２６％ 

 


